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転倒災害は大きく分けて3種類あります

滋賀労働局 大津労働基準監督署（R7.５作成）

職場での転倒災害は年々増加傾向にあり、近年は全労働災害の約４分の１を占
めている状況にあります。また、高齢者等は重傷化する傾向にあり、令和５年の
転倒災害による平均休業見込日数は48.5日でした。
転倒災害はいつでも、どこでも、誰にでも発生し、労働者の不注意によるもの

と防止対策が軽視されがちですが、転倒災害の原因をよく分析し、それに基づい
て対策を講じれば転倒のリスクを低減することは可能です。
本リーフレットを参考に積極的に転倒災害の予防措置を講じてください。
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転倒災害も重傷化
する傾向があり、
積極的に防止対策
を講じましょう！

職場での転倒災害を予防しましょう！

STEＰ１ チェックリストを使って職場に転倒の危険がないか
チェックしましょう



STEP２ 職場の危険が認められた場合は放置せずに
以下の項目ごとの対策を行いましょう

ﾁｪｯｸ項目１ 通路、階段、出口に物を放置していませんか

▶基本中の基本 ４Ｓ活動の推進
⇒４Ｓ活動は注意喚起のみではなく、４Ｓ活動
チェック表の活用、４Ｓ活動担当者を交代で選任
するなど責任感を持たせる工夫を。

▶安全担当者がパトロール時にチェック
⇒注意だけではなく、なぜ物が放置されていたか
の原因分析の上で対策を。
収納場所がない？指定された収納場所だと作業

性が悪い？時間に余裕がない？
▶コード類等の配置にも要注意
⇒物の放置とは異なりますが、
労働者の動線上にコーﾄﾞ類等が
配置されていないかも注意して
さい。

【４Ｓ活動】

（出典）厚生労働省 未熟練労働者に対す
る安全衛生教育マニュアル

▶４Ｓ活動の推進・安全担当者がパトロール時
にチェック
⇒チェック項目１に同じですが、冬季の凍結
など屋外路面も対象にして下さい。
油除去用のモップなど掃除用具の配備はさ

れているかも確認して下さい。

（出典）
厚生労働省 職場の危
険の見える化実践マ
ニュアル

▶設備的な対策も検討
⇒例えば水がたまるのは、床面の凹凸・材質、配管・容器
からの水漏れ、冷蔵・冷凍設備による結露等が原因ではあ
ありませんか？
その場合は、応急処置にとどめず、設備的な対策も検討
して下さい。
▶汚れの拡散防止を
⇒油を使う部屋が１箇所でも、靴底や台車の車輪に油が付
着し、別の部屋に移動することで油汚れが拡散し、建物中
が滑りやすくなることも。
拡散防止用に、部屋間に油除去用のマットを配置するな
どの工夫を。

【前向きの転倒】
手を着いた際、腕の橈骨

（とうこつ）や上腕骨、

大腿骨頸部の骨折などの

危険性が高くなる。台車

等を使用している場合、

台車への接触も。

【後向きの転倒】
しりもちをついて腰椎

の圧迫骨折、手がつけ

ない場合は、後頭部を

強打する。高熱のもの

を運搬中の場合、火傷

の危険も。

ﾁｪｯｸ項目３ 通路や階段を安全に移動できるように、十分な明るさ（照度）が確保されていますか

▶照度の確保
⇒労働安全衛生法上の最低限の照度を確保いただくとと   
もに、ＪＩＳ照明基準による推奨照度の確保も検討して 
下さい。例えば、省エネ対策による過度な照明の間引き
により、照度が保持できていない場所はありませんか？

▶高齢労働者への配慮
⇒高齢労働者は視力を確保するために、若年者よりも明
るさが必要とされています。
また、薄明順応（暗い所に入った際に、暗さに順応し

て物が見えるようになる能力）も減少しており、段差や
階段の認識に特に配慮が必要です。

【労働安全衛生法上の規定（常時作業する場所
での最低基準）】

精密な作業 300ルクス以上

普通の作業 150ルクス以上

粗な作業 70ルクス以上
（事務作業を行う場合は一般的な事務作業は300ルク

ス以上、付随的な事務作業は150ルクス以上）

【ＪＩＳ照明基準（推奨照度）】
作業を伴う倉庫 200ルクス以上
工場の階段 150ルクス以上
工場の廊下・通路 100ルクス以上
…その他作業や場所ごとに細かく分類されて

います。

（出典）
厚生労働省 飲食店の労働災害防止マニュアル

ﾁｪｯｸ項目２ 床の水たまりや氷、油、粉類等は放置せず、その都度取り除いていますか



ﾁｪｯｸ項目４ 靴は、すべりにくくちょうど良いサイズのものを選んでいますか

▶就業時の靴の選択について
⇒作業現場に合った靴を選んで下
さい。一口に耐滑性といっても種類
があります。また、作業場所の床面
が滑らない材質のものですと、対滑
性のある靴は逆につまずきの原因に
なることも。

▶高齢労働者への配慮
⇒高齢労働者は身体的に足が上がり
にくくなるので、重量のある靴の選
択はなるべく避けて下さい。つまず
きの原因となります。

▶定期支給・点検について
⇒靴は作業現場に合ったものの定期
支給を検討して下さい。また、支給
後の靴底の点検（すり減っていない
か、汚れ・油等が付着していない
か）を行って下さい。

（出典）日本安全靴協会・日本プロテク
ティブスニーカー協会・厚生労働省 「転
倒予防のために適切な「靴」を選びましょ
う」リーフレット

ﾁｪｯｸ項目５ 転倒しやすい場所の危険マップを作成し、周知していますか

ﾁｪｯｸ項目６
段差のある箇所や滑りやすい場所などに、注意を促す標識をつけて
いますか 

▶危険の「見える化」
⇒災害が発生した場所、災害は免れたがヒヤリと
したハッとした場所については危険マップに掲載
して情報の共有化を図って下さい。また、設備的
対策が難しく、リスクが残留する場所には標識を
つけて、注意を促して下さい。

▶外国人労働者・高齢労働者への配慮
⇒職場に外国人労働者がいる場合は、外国人労働
者の母国語で表示をする等して、外国人労働者と
も情報を共有して下さい。また、高齢労働者が視
認できる文字の大きさで表示して下さい。

＜危険標識のイメージ＞

（出典）厚生労働省
社会福祉施設の安全管理マニュアル

（出典）東近江労働基準監督署
製造業における労働災害防止対策好事例集



ﾁｪｯｸ項目７ ポケットに手を入れたまま歩くことを禁止していますか

ﾁｪｯｸ項目９ 転倒を予防するための教育を行っていますか

▶歩き方などの教育
⇒労働者に転倒のメカニズム等を
理解してもらい、歩き方の教育を
行って下さい。
また、セルフチェック等により、

自身の転倒リスクも知ってもらい、
自主的な健康増進を図っていただ
くようにしましょう。

▶禁止事項の教育
⇒ポケットに手を入れたままで歩
いていると、急な動きに反応でき
ず、被害が大きくなる危険性が高
くなります。また、スマートフォ
ンの使用等のながら歩行の禁止、
足元が見えない荷物を持っての歩
行の禁止、「走らない、急がない、
焦らない。」といった基本的事項
の教育も行って下さい。

（出典）長野労働局
転倒災害防止対策検討会報告書

【転倒のメカニズム】

ﾁｪｯｸ項目８ ストレッチや転倒予防のための運動を取り入れていますか

▶ストレッチや体操の導入
⇒筋肉の柔軟性を確保し、転倒しないために、また実際に転倒したときに大きな怪我につなが
らないようするために、ストレッチや体操を行ってもらうことが有効ですので、労働者に周知
して下さい。
また、朝礼時などに事業場全体で取り組むことも検討して下さい。

▶運動・トレーニングの勧奨
⇒加齢とともに現れる身体機能の低下、特に筋力や平衡能力の低下を予防するため、習慣的に
運動やトレーニングを行うよう勧奨して下さい。
▶転倒しても骨折をしないための体づくり
⇒女性労働者・高齢労働者を対象に、骨粗しょう症等の危険性を知ってもらい、日頃の生活習
慣を改善して予防に取り組んでもらいましょう。

厚生労働省HPでは転倒等リスク評価セルフチェック表や転倒予防
体操を紹介していますので参考としてください。

詳細はこちら→
（厚生労働省HP）
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